
 

 

プレスリリース                                  福 島 市 
 

令和８年３月１３日 

 

 

福島の「春」を彩る写真展 

秋山庄太郎展2026「美の追憶 写真でたどる83年の軌跡～ 

     人と作品」を開催します！ 
 

 

「福島には桃源郷がある」という名言とともに花見山を全国に紹介した写真家の故秋山 

庄太郎氏の写真展を、花見山のシーズンにあわせて開催します。 

福島の春の訪れとともに秋山作品を存分にご堪能ください。 

皆様のお越しを心よりお待ちしております。 

 

記 

 

１ 日 時  令和８年３月１４日（土）～４月１１日（土）  

各日 午前９時～午後４時３０分（最終入館は午後４時） 

 

２ 場 所  花の写真館（写真美術館） 

       住所：森合町１１－３６ 

 

３ 内 容 ・没後発見された若き日の手作り写真集や出征前に自費出版した写真集等 

・写真家としての地位を揺るぎないものとした女性ポートレート 

・写真家人生の転機となった「パリの四ヵ月」 

・芸術家の肖像写真と秋山庄太郎コレクション絵画 

・ライフワーク「花」と遺作「遊写三昧」 などを展示 

 

４ その他  駐車場の台数に限りがありますので、乗り合わせか公共交通機関などのご利

用にご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：文化振興課  文化財保護活用係 

   課長 今野、 主任 米尾 

   電話024-5２５-３７８５（直通） 

☑事前告知のお願い ☑当日の取材のお願い 
☐その他 



主催： 福島市、福島市写真美術館（（公財）福島市振興公社）
協力：  秋山庄太郎写真芸術館、第一印刷、秋山庄太郎写真芸術協会
後援：  ＮＨＫ福島放送局、福島民報社、福島民友新聞社、福島テレビ、福島中央テレビ、
 福島放送、テレビユー福島、ラジオ福島、ふくしまＦＭ、福島コミュニティ放送ＦＭポコ 

＊没後発見された若き日の手作り写真集や出征前に自費出版した写真集『翳』所収作品
＊写真家としての地位を揺るぎないものとした女性ポートレート
＊写真家人生の転機となった「パリの四ヵ月」
＊「秋山小劇場」と呼ばれた舞台俳優
＊芸術家の肖像写真と秋山庄太郎コレクション絵画
＊ライフワーク「花」と遺作「遊写三昧」ほか

｜土｜

秋山庄太郎（1920 ～ 2003）
2001 年福島市ふるさと栄誉賞受賞
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▲花見山（「春の花木」より）　撮影：秋山庄太郎

▲女優・原節子　撮影：秋山庄太郎

WEB応募限定
「感動！花見山
　フォトギャラリー」

「カメラ散歩～春は花見山♥」
花見山をのんびり散歩しながら、
楽しく写真を撮りましょう。

関連イベント（詳細な実施内容はウラ面をご覧ください）

「フォトアート作品を奏でる♪」
秋山庄太郎や花見山作品などの
スライド上映にあわせて、
ピアノ演奏のすてきなひと時を。
演奏　齋藤康子・別府直子

▲K画伯像
（小絲源太郎）
撮影：秋山庄太郎
（作品集『翳』より）
 

▲小絲源太郎作  《三色菫》
（秋山庄太郎コレクションより）

秋山庄太郎展 2026
　美の追憶

S h o t a r o  A k i y a m a  P h o t o  A r t  E x h i b i t i o n

あなたが花見山で撮った
感動スマホ写真を大募集

3/14 → 4/11｜土｜

4/５4/４

講師 秋山庄太郎写真芸術館 
 ワークショップチーム ほか

写真とピアノのコンサート写真とピアノのコンサート撮影ワークショップ撮影ワークショップ花見山写真　公募展花見山写真　公募展

13：30 ～
15：00 頃

（日）
10：00 ～
16：30

（土）

詳しくはこちら

会場 花の写真館
２階　多目的室

会場 花見山公園、
花の写真館前回（2024 年）グランプリ作品▶

募集期間
３/14（土）～４/11（土）

M e m o r i e s  o f  H i s  L i f e  a n d  W o r k s

写真でたどる　83年の軌跡～　人と作品

主
な
内
容

主
な
内
容

福島市写真美術館（通称：花の写真館）
〒960-8002 福島市森合町11-36
TEL 024-563-4990
お車の駐車台数に限りがありますので、乗合せか公共交通機関のご利用にご協力ください。

福島市文化振興課

TEL 024-525-3785
お問い合せ

会　　場：花の写真館
開館時間：9：00～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　（入館は16：00まで）

観　覧　料：一　　  般     500円
　　　　  小・中学生     300円

抽選で100 名様に「秋山庄太郎オリジナル
ポストカード」をプレゼント
※無くなり次第終了

来場
特典

 「花」 ：  秋山庄太郎　書



M e m o r i e s  o f  H i s  L i f e  a n d  W o r k s秋山庄太郎展 2026　美の追憶S h o t a r o  A k i y a m a  P h o t o  A r t  E x h i b i t i o n

§４【ライフワークに生きる】
1980（昭和 55）60 歳／「花の会」結成。日本写真芸術専門学校校長に就任。
1986（昭和 61）66 歳／紫綬褒章受章。
1993（平成５）73 歳／旭日小受章受賞。
2000（平成 12）80 歳／「美しきもの　心やさしく」（福島市写真美術館所

蔵）開催。
2001（平成 13）81 歳／福島市ふるさと栄誉賞受賞。
2002（平成 14）82 歳／第１回秋山庄太郎「花」写真コンテスト全国公募。

「遊写三昧－秋山庄太郎の写真美学」（東京都写
真美術館）開催。

2003（平成 15）１月 16 日／東京・銀座の写真賞選考会場で急逝。

§２【美しきをより美しく】
1946（昭和 21）26 歳／東京・銀座に写真館「秋山写真工房」開設。
1947（昭和 22）27 歳／秋山写真工房閉鎖。近代映画社写真部に入社。
1951（昭和 26）31 歳／近代映画社退社、フリーのカメラマンとなる。
1953（昭和 28）33 歳／二科会写真部創立会員となる。
1959（昭和 34）39 歳／『週刊文春』表紙担当（10 年間）。

§３【写真芸術家の道を歩む】
1960（昭和 35）40 歳／パリを中心に欧州外遊。
1964（昭和 39）44 歳／『週刊現代』表紙担当（24 年間）。
1965（昭和 40）45 歳／この頃、ライフワーク「花」始動。
1966（昭和 41）46 歳／月刊誌『歌劇』表紙担当（29 年間）。
1970（昭和 45）50 歳／『週刊ポスト』表紙担当（26 年間）。
1972（昭和 52）52 歳／『週刊小説』文士のポートレートを担当。
1975（昭和 50）55 歳／『月刊美術』「現代日本の作家たち」連載開始（28 年間）。

§１【青春の墓標　習作群と遺写『翳』】
1920（大正９）６月８日／東京・神田生まれ。
1923（大正 12）３歳／横浜・花咲町で関東大震災に遭う。
1933（昭和８）13 歳／生涯の親友となる高木貞男の兄のすすめで写真を

始める。小型カメラ・パーレットを買ってもらう。
1938（昭和 13）18 歳／第一早稲田高等学院入学。写真部に入部。
1943（昭和18）23歳／早稲田大学卒業。『翳』（自費出版）刊行。陸軍に応召。
1945（昭和 20）25 歳。陸軍少尉として長野で終戦。

写真とともに歩んだ人生

あなたの撮った花見山での「感動！」をぜひご応募ください！
内　容：花見山公園で撮影した花、風景、スナップ

写真をデータで応募。
応募方法：スマートフォンなどで下記の QR コードにアク

セスするか、特設サイト　　　　　　　　
（URLhttps://www.city.fukushima.fukushi
ma.jp/soshiki/7/1032/2/6/4867.html）にて、
手続きにしたがって送信してください。

応募料：無料
入　賞：10 作品（グランプリ１、入選・佳作各若干名）

それぞれ賞状のほか記念品を進呈します。
展　示：花の写真館にて、入賞作品はポストカードサイズにプリントし

て展示、大型モニターで入賞作品と一次審査通過作品を
上映します。また、秋山庄太郎写真芸術館特設ホームペー
ジにても、入賞作品と一次審査通過作品をご紹介します。

＊前回（2024 年）の入賞作品・一次審査
通過作品をご覧いただけます。
http://akiyama-shotaro.com/hanamiyamaphoto.html

「カメラ散歩～春は花見山♡」
花見山公園や周辺ですてきな風景や
花の写真をご一緒に撮りましょう。
撮影後、花の写真館でポストカード
にプリント、講評・展示します。

雨天決行、荒天時は室内での講演に変更
講　師：秋山庄太郎写真芸術館ワークショップチーム

秋山庄太郎写真芸術協会会員の講師や学
芸員、花見山に詳しいスタッフらで構成する
講座チームがナビゲートします。

会　場：花見山公園、花の写真館
【Part１】 10：00 花見山公園集合、園内散歩・撮影
 11：30 頃から自由撮影、各自食事や移動
【Part２】 15：30 花の写真館　２F　多目的室集合、

花見山で撮影した写真を各１枚プリント。
講評・展示後、16：30 頃解散します。

定　員：20 名（申込先着順）
参加料：一般 500円、小・中学生 300円（ワークショッ

プ当日、現地撮影後、花の写真館観覧料込み）
申込方法：３月１日（日）～ 10 日（火）に文化振興課

へ電話（TEL：024－525－3785）または申
込フォーム（右下の二次元コード参照）で。

協　力：秋山庄太郎写真芸術協会、秋山庄太郎
写真芸術館、㈱第一印刷

※デジタルカメラを持参してください。
※花見山公園から花の写真館への
　移動や昼食は各自でお願いします。

「フォトアート作品を奏でる♪」
秋山庄太郎撮影の名作や花見山作品
などのスライド上映にあわせて、すてき
なピアノ演奏やほっこりするようなおしゃ
べりのひと時をお過ごしください。

日　時：４月５日（日）13：30～ 15：00 頃
演　奏：齋藤康子・別府直子
会　場：花の写真館　２F　多目的室
定　員：40 名（申込先着順）
参加料：一般 500円、小・中学生 300円
 （花の写真館観覧料込み）
申込方法：３月１日（日）～ 10 日（火）に文化振興課

に電話（TEL：024－525－3785）または申
込フォーム（右下の二次元コード参照）で。

※本コンサートのピアニストは、秋山庄太郎写真芸術
館などで、スライド上映や写真展示をテー
マにしたりしながらのギャラリーコンサートを
担当。　作品のイメージにあわせてのさま
ざまな　ジャンルの曲が演奏されます。

より詳しくは、本展にて掲示。上「東京エキゾチシズム」（シャンソン歌手・寄立薫）
左「湖畔秋色」（原節子のお気に入り）
右「ジプシー・ローズ」（居酒屋にて懐中電灯で撮影）

左：「パリジェンヌ」
右：「憩える人々」
（『パリの四カ月』より）

▲「井上　靖」
　　　（小説家）

▲「うららか」（最初の写真）

◀「
翳
」（『
翳
』
所
収
）

▲「習作」（『翳』所収）

▲陸軍時代の
秋山庄太郎

▲「奥村土牛」
　　（日本画家）

▲「滝沢　修」
　　（『炎の人』ゴッホ役）

◀「白熊」（『翳』所収）

WEB応募限定
「感動！花見山フォトギャラリー」

4/５4/４ 写真とピアノのコンサート写真とピアノのコンサート撮影ワークショップ撮影ワークショップ

13：30 ～
15：00 頃

（日）

10：00 ～
16：30

（土）

会場 花の写真館
２階　多目的室

会場 花見山公園、
花の写真館

花見山写真　公募展花見山写真　公募展 募集期間

３/14（土）～４/11（土）

写真でたどる　83年の軌跡～　人と作品

〒960-8002
福島市森合町11番36号
TEL　024（563）4990

●路線バス　【乗車場所】福島駅東口停留所（9番ポール）
コース①：「市内循環ももりん2コース」乗車（約5分）→「福高前」下車→東へ約１分
コース②：「市内循環ももりん１コース」乗車（約17分）→「福高前」下車→東へ約１分

●花の写真館駐車場　13台 ※おもいやり駐車場含む
東北自動車道 飯坂インターから市街方面、国道13号を経由　約15分

●臨時駐車場（保健福祉センター第2駐車場　約40台 徒歩5分）
お車の駐車台数に限りがありますので、乗合せか
公共交通機関のご利用にご協力ください。

●福島駅東口より徒歩　約15分
●MOMORINシェアサイクル こちらも

ご利用ください。

花の写真館
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P 臨時駐車場

福島市写真美術館（通称：花の写真館）

　「花」　：秋山庄太郎　書


